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     【今号の主な内容】 
 

 Ｐ①   ご挨拶 

Ｐ②     指差呼称の手順 

Ｐ③  熱中症 

Ｐ④  職長会お知らせ 
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平
成
二
十
七
年
度
 
安
全
大
会
 
ご
挨
拶
 

 

 

 

 
平
成
二
十
七
年
度
安
全
大
会
の
開
催
に
あ
た
り
一
言
ご
挨
拶
申
し
上
げ
ま
す
。
 

は
じ
め
に
、
平
素
よ
り
当
社
の
災
害
防
止
活
動
に
格
別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
 

ま
た
、
本
日
こ
こ
に
栄
え
あ
る
表
彰
を
受
け
ら
れ
る
方
々
、
誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
 

 

 

 

さ
て
、
皆
様
に
毎
年
、
お
話
さ
せ
て
頂
い
て
ま
す
 
『
指
差
呼
称
、
１
人
Ｋ
Ｙ
の
実
施
』
を
お
願
い
し
て
ま
す
が
、
今

年
は
、
指
差
呼
称
推
進
、
ス
テ
ッ
カ
ー
を
作
業
員
皆
さ
ん
の
ヘ
ル
メ
ッ
ト
に
貼
っ
て
い
た
だ
き
、
現
場
で
の
実
践
に
向

け
て
展
開
し
て
い
ま
す
。
 

  
「
足
元
ヨ
シ
」
 
ま
ず
は
、
こ
の
言
葉
の
重
要
性
を
心
と
体
に
身
に
着
け
て
頂
き
た
い
で
す
。
 

ご
存
じ
の
と
お
り
、
実
際
に
現
場
に
存
在
す
る
危
険
の
芽
を
摘
み
取
る
の
は
Ｋ
Ｙ
活
動
で
す
。
 

ま
た
、
慣
れ
や
過
信
と
い
っ
た
ヒ
ュ
ー
マ
ン
エ
ラ
ー
を
無
く
す
に
は
、
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
精
度
を
高
め
る
事

も
効
果
的
で
す
。
 

こ
の
手
法
を
使
い
、
う
ま
く
機
能
さ
せ
る
為
に
も
指
差
呼
称
は
も
っ
と
も
有
効
な
手
段
で
、
安
全
へ
の
第
一
歩
だ
と

思
い
ま
す
。
 

  

災
害
の
原
因
と
な
る
人
的
ミ
ス
を
無
く
す
た
め
に
も
『
指
差
呼
称
、
１
人
Ｋ
Ｙ
の
実
施
』
を
必
ず
や
り
ま
し
ょ
う
。
 

 

 

 
今
後
も
野
田
工
業
は
、
『
墜
落
転
落
の
危
険
０
』『
災
害
の
原
因
と
な
る
人
的
ミ
ス
の
根
絶
』
を
目
標
に
、
災
害
０
を

目
指
し
て
行
き
ま
す
。
 

 

 

そ
し
て
、
最
も
大
事
な
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
一
人
ひ
と
り
の
安
全
に
対
す
る
取
り
組
み
の
積
み
重
ね
で
す
。
 

明
日
は
我
が
身
の
精
神
で
す
。
 

こ
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
こ
そ
が
安
全
な
職
場
を
作
り
、
自
分
た
ち
の
職
場
を
安
全
で
働
き
や
す
い
環
境
に
す
べ
く
、
 

全
員
が
一
致
団
結
し
、
安
全
衛
生
活
動
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。
 

 

 

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
猛
暑
の
み
ぎ
り
、
皆
様
方
な
ら
び
ご
家
族
の
ご
健
康
を
お
祈
り
し
ま
し
て
私
の
挨
拶
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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   指差呼称の手順 
 

一般的に、「指差呼称」は以下の手順で行われます。 
 

（１）対象をしっかり見る 
 

（２）対象を指で差す 

呼称する項目を声に出しながら、右腕を真っ直ぐ伸ばし、対象から目を離さず、人

差し指で対象を指差します。 

なお、指を差す際、右手の親指を中指にかけた「縦拳」の形から、人差し指を真っ

直ぐに突き出すと、指差しが引き締まります。 
 

（３）差した指を耳元へ 

差した右手を右の耳元まで戻しながら、「本当に良いか（正しいか、合っている

か）」反すうし、確かめます。 
 

（４）右手を振り下ろします 

確認できたら、「ヨシっ！」と発声しながら、対象に向かって右手を振り下ろします。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 

  
 
 
 

 

私たち野田工業㈱では今後、重点項目として、指差呼称の励行を各作業員に 

徹底して災害の撲滅に役立てて頂き、明日は我が身の基本精神を持って 

   

足元よいか？ 足元よし！   
 

この言葉を繰り返し、周りの作業員の方や現場全体の災害防止に役立ててください。 
 



　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　地殻の断層によってできた高さ30ｍの壮麗な滝は新　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、雪景色と四季にその美しさを装います。
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・要因その２   からだ   
 

・要因その１   環  境   
 

・要因その３   行  動   熱中症を予防するにはどうしたらよいの？ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・無理をせず徐々に身体を暑さに慣らしましょう 

・室内でも温度を測りましょう 

・体調の悪いときは特に注意しましょう 
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ことわざ・格言にならう安全衛生訓 
 

●刀の刃を渡るが如し● 
    ～作業前の安全段取りをしっかり～ 

 

「刀の刃を渡るが如し」とは、非常に大きな危険をはらんだ仕事のことをいい

ます。 

まわりの人はハラハラして見ているのに、当人は平気な顔でやっている、 

ということがあります。 

高所作業の専門家などがそうですが、しかし専門家といえども、墜落防止の

対策と技能が伴っていないと、重大な災害に結びついてしまいます。 

高所作業に限らず、危険を伴う作業は、事前に危険を取り除くことが必要で

すし、もっと進んで、作業の中に潜む危険を予知・予想して危険を堀りおこし

て対策を講ずるべきでしょう。 

粋がって、わざわざ危険を冒す人もいるようですが、当人に危険が及ぶばか

りではなく、ハタ迷惑の場合も少なくありません。 

また、作業前の段取りが悪いから危険な作業をせざるを得ない、という側面も

あります。 

刀の刃を渡るような作業をしなくて済むように、作業手順を守り安全対策を

しっかり行って作業にかかりましょう。 

 

                                                  
 

   

   

≪職長会のお知らせ≫ 
  

                                      

          ★日時       平成27年8月20日（水） 

    

          ★時間              18時00分～ 

                                

          ★会場       ニュー新橋ホール 地下2階 

                                           
 
 


